ー の キッ ト を 手入れ て これ だ 人 全て に 感謝 し つつ 、「 ブ プラ モデ ル っ て ば 超 久 し 振り 」「 初 め て な ん すけ ど 」「 R ee 0 っ ~ 6. 接 着 
と いう 方 も ちあ られ る と 思う の で 、 ち ょ っ と だ け 話 を 。 あ ん まり 語ら れ て いな いけ ど 、 実 は 和 め 要 な 事 と が 。 切り 離し 、 綺 麗 こし だ 部 品 は よく 乾 燥 させ て ガ ら 、 組 み 立 て 説明 書 に 指示 され て いる 


corvOTIL GL て TI 6OAAW XCDD1EP 


ー ト ナイ フ 通り に 組み 合わ せま す 。 組 み 合 合 ) 剤 を 、 ボ 
て ラス ト エ グ ザ イル 1 に て 、 何 故 か ツチ アナ 機 の 尾 輪 が 和 語 され て いて 、 時 間 の 関係 で 修正 不可 能 と な り 、 わせ ます 。 組み合わせ て か ら 、 部 品 の 合わ せ 目 流し 込み 接着 刑 を 、 
ANTIMATEE 5 SN 


本 編 に 多く 出 て ぐる 着陸 状態 の シー ン の 為 に 、 機 体 の 姿勢 を 安定 させ 、 移 動 さ せる 事 の で きる 台車 = ドリ ー を / で や ン 。 トル の 攻 に つい て いる 筆 で 流し 込み ます 。 胴体 等 の 大 きい 部 


mA2 月 NM. ガ プ 8 寺 デザ イン し まし だ 。 銀 細 の ファ ム で は きち ん と 必 輸 が ある の で ドリ ー は 不要 に な り まし だ が 、 妥 着 の ある 、 、、。/ 品 は 、 流 し 込ん だ あと 暫 べ は 貼り 合わ せ が し っ か り と する きま 
SN NN ガ アジ イン な の で 、 自分 で 作っ ちゃ あつ と 記 う 到 才 がい だら 、 軸 加 し ちゃ いま す 。 ち な お み 主 剖 は サス が 衝 9 gae 人 で 輪ゴム を 巻い て は が れ な いよ うに し て お きま す 。 逆 、 小 
Ne いせ / ル っ だ 状態 で 床 面 ギリ ギリ 接地 し て お ら ず 、 ド リー の 動き を 邪魔 し な い 感 じ で す 。 し さ な 部 品 は 接着 剤 の つけ 過ぎ に 注意 し まし ょ う 。 で な いと 部 
| 、 て 、 NN レグ ② 品 接合 部 か ら 接 着 剤 が 流れ 出し て し まう か ら で す 。 万 一 接着 

2 耐水 ベー パー sovomlr mwrtv6uxorep 人 oeadb (、、 PAS 庄 が 流れ 出し な ら 、 拭 き 取ら な いで 乾く の を 待ち ます 。 


いも も を / 
ーー トー ニン ンジ 


! 衝 て て 拭き 取る と 、 部 品 の 表面 が 矯 し く 痛 み ま す の で 、 慌 て ず に 乾かし て 下さ い 。 


模型 を 売っ て いる 所 で 、「 画 水 ベ ペー パー、 細 目 セ ッ ト 」 と 言っ て い を だ けれ ば 、 3 種類 の 耐水 ペー パー 
の セッ ト が 手 に 入り ます 。 400 番 、 600 番 、 1000 番 と いう 3 種類 で 、 紙 の 形 を し だ ヤス リ で す 。 [ (て ・ シテ ア で ン ペー | 『 | 
ご れ で ご する と 、 細 がい 凸 を 削る こと が 出来 ます 。 番 号 の 数 が 多い 程 目 が 細か け ぐ く なり 、 ご すっ だ の し アァ YS 六 っ へ 、 ム ・ ー、 /、: に meoropgwwpeopye < | ー ト -、 | 塗装 と デカ ー ル 

ツル ツル に な り ま す 。 っ に し だ 物 と 考え て 下さ い 。 衣 .P ol と 6 ゃ 7 ーー 」 ' ーー ルー を を 
部 分 が ツル ツル に な り ま す 。 ネ イル の つや 出し ヤス リ を 紙 状 に し だ 物 と 考え て 下 ユ プ レー より 、 二 暫 生計 けさ a ら な 。 


と て ECHE EVYLVE 
3. 接 閉 剤 GT 胴体 は 、 進 行方 向 に 対し て 直角 な 方 行 に 塗っ て ゆく の が 基本 で す 。 瓶 の 塗料 は ふち 
間 底 の 万 に 沈 滅 し て いる 成分 を よく が き 混 ぜ て 下さ い 。 


人 0 7 デ 

3 、 模 型 を 売っ て いる 所 で 、「 流 し 込み タイ プ の 接着 剤 」 と 言っ て い だ だ けれ ば 、 ーー ン 

WW 有 は So 筆 を 塗料 に 浸し だ ら ラ ン ナ ー ビ 筆 を 付け 、 余 分 な 塗料 が ドロ ッ と 垂れ 
- 、、、 ぬ よ うに し て か ら 胴 体 部 品 に 塗り 付け ます 。 い っ ぺん に 全体 を 塗 


手 に 入り ます 。 部 品 同士 を 組み 合わ せ て が ら 、 合 わせ 目 に 流し 込む 事 で 接着 出来 ます が 、 ンプ レン 
揮発 性 の 液体 で 、 ご の 気体 が 部 屋 に 長 時 間 充 満 する と あま り よ ろ し く あ り ま せん 。 < 本 “ SN に 
ot っ co aeyPerr に 02235 
わし い の で す が 、 ご れ は お 約束 と 言う 事 で 、 す み ま せ ん 我 櫻 し て 下さ い 。 / に FE 2 / 』 い c 
ちょ っ と 娯 っ て きだ ら 、 そ れ 以 上 塗る の を 止め て 、 筆 に 再び 抄 料 を 付け 、 
今 塗 っ だ 所 か ら 少 し 離れ だ 所 を 塗り ます 。 ご れ を 繰り 返し ます 


プ / か 、 一 引っ な 所 に も うー 工 深 料 を 沙 る 時 、 筆 で こ ご す る と 言う 
ー グ ” より 、 塗 料 を 手早く 沙 り 広げ て ゆ ご 感じ で す 。 一 度 塗っ だ 部 分 は 5 
グン” 分 程 乾 か し て 、 何 度 も 塗り 重ね て ゆき ます 。 下 の 色 が 透け な ぐ な っ な 
ら 終 ず で す 。 根 気 よく お 願い し ます 。 デ カー ル は 、 組 み 立て 説明 書 に 貼り 
万 が 解説 され て いま す 。 も し 、 空 気 ザ デカ ー ル の 中 に 残っ て し まっ だら 、 乾 いて か 
ら 新しい アー トナ イフ の 刃 で 小さ な 切れ 目 を 入れ て 、 そ の 部 分 を 水 で 濡らし て 1 分 
待ち 、 濡 らし だ 綿棒 で 空気 を 切れ 目 か ら 追 い 出す よう に 押し 当て て や る と 綺麗 に な 
り ま す 。 ち な み ビ 、 塗 装 に は 幅広 の 筆 で は な ご 、 普 通 の 毛 の 長い 筆 を 使っ 方 が 塗 
りや すい で す 。 又 、 裏 技 と し て 、 ご うい う 作 業 は 男子 に 手伝っ て も ら う 手 も あ り ま 
すず ・ き っ と 言 ん で や っ て くれ る と 思い ます よ 。 男 チ 計 君 、 宜 し く あ 願い し ます 。 
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4 塗料 と 筆 povr OU て DtYYED CVG BoACVXE て OBE き 


ご の プラ モデ ル は 、 色 を 徐 っ て 仕上 げ て 頂く と 、 よ り 「 良 い 感じ 」 じ なり ま す 。 
模型 を 売っ て いる 所 で 専用 の 塗料 を 買っ て 頂く 事 に な り ま す が 、 ーー< べ 、 
組み 立て 説明 図 に 指定 され て いる 塗料 は ラッ カー 塗料 と 
と 言い まし て 、 揮 発 竹 の 高い 速 乾性 の 物 で す 。 瓶 入り の 物 と 、 “ 
スプ レー タイ プ ブ の 物 が あり 、 ポ ディ な ど 、 広い 面積 の 物 を 綺麗 塗 る の は スプ レー 人 
タイ プ が 適し て いて 、 細 ガ い 部 分 に は 瓶 入り の 物 を 筆 で 塗る の が 良い と され て いま す 。 ど ちら も 
使い 方 に こつ が いり ます の で 御 注意 下さ い 。 又 、 プ ラ モ デ ル 用 の 塗料 に は 他 に 、 エ ナメ ル 沙 料 と 呼ば 
れる 乾燥 が 遅い 塗料 と 、 水 牲 塗料 と 呼ば れる アル コー ル を 用 い だ 塗 料 が あり 、 混 ぜ る 事 が 出来 ま 
せん の で 、 ご れ も 御 注意 下さ い 。 注 意 ば か り で すみ ませ ん 。 me 
筆 は 、 簡 単 で す 。 新 し い 物 が 良い 。 プラ モデ ル 用 の 塗料 は 香 の 毛 を 働 め ま す の で 、 新 品 の 第 で 塗料 を 塗る 事 が とても 大 
私 は 最近 、 DIY ショ ッ プ で し な や ガ な 筆 セ ッ ト 3 本 入り の 物 を 買っ て いま す が 、 と て も 使い や すい 。 

高い 物 も 良い の で す が 、 条 し い 和義 選 替え 重い 方 が 良い と 思い ます 。 


っ ひさ な 文字 で 麗 縮 で す 介 め ) 0 作 つ お の DD,/ 鉛 が 


ドン 
プラ スチ ッ ク モ デル は 、 ラ ン ナ ー と 呼ば れる 校 状 の 枠 に 、 部 品 ぜ し っ か りく っ つい て いま す 。 ご れ を 丁寧 に 切り 取っ て 、 切 り 取 っ だ 跡 を な だ ら ガ に 


し ィ ム ん ん gcg/ 


XDtLVY OO 
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5, 部 品 の 切り 取り 


仕上 げ て し まえ ば 、 後 は パ ズ ブル の よう に 組み 立て て いく だ け な の で す が 、 ち ょ っ と ば か が り 面 倒 臭 いで す 。 順 を 追っ て 説明 し ます の で 、 ⑥ 2011 GONZO/FAM PARTNERS 上 
面倒 臭い で すけ ど 、 我 山 し て 工作 し て みて 下さ い 。 OKW XLDOEO 


GO て ECH EVYLVE OOED XQXKTELT( て QOLY GSCT) 


5 は ン ラン ナー と 部 品 を 切り 離し ます 。 ニッパー で 部 品 ギリ ギリ を 切断 し ます が 、 CVC て ODCW CUD ⑪ODXE 
vw。 多 ン 。 PEMOBETHEAANNEP 透明 部 品 の 場合 は あま り ギ リ ギ リ を 狙い ます と 、 部 品 ヒ ヒビ が 入る 事 が あ DO て O て W7LE OOCV OTILr 
4// <4 部品 り ま す の で 、 少 し だ け 祭 容 を 持っ て 切り 離し まし ょ う 。 DP で AA Ne 凍り 
( 「 つ に TXT OF EXK XPEO て WEXXIXVI 
CVC て ODOCW OEOOV OEOEAO 
LOCCVU⑪CX て UPD ED も poVt BAcvOEp ToBe PL 


本 っ っ トリ カー ーー Ptv Yeop の mieeX 際 。 夫 
dpoV て OUTODLYYED AAEGTLY y@ook cvS PECD YEGD 


の 部 品 に 残っ な ラン ナー 部 分 を 、 ア ー ト ナイ フ で 削ぎ 落と し 
て ゆき ます 。 部 品 の 際 を 何 度 も な ぞ る よう に 削ぎ 取っ て 下 
ヲ ジ テー の 9 守 剛 め 駄 飲 さい 。 プラ スチ ッ ク は 意外 と 柔らか い 物 で す の で 、 
Be イ ァ ー ト トラ イッ 1 フ の 刃 を 全体 に 用 いて 
アド 、。 うに 削ぐ 感じ で す 。 
少し 出っ張り が 残っ て いる くら いで 
の 止め て あおき ます 。 や り 過 ぎる と 部 品 を 削り 
。// 取っ て し まう 事 に な る の で 、 注 意 し て 下さ い 。 


Otec BoLtB comoottyY 
DVQED OOBotyY 
ラス ト エ グ ザ イル 1 に て 、 ダ タチ アナ 機 に ギル ド 戦 艦 攻略 用 の 談 埋 


を 取り 付け る 事 に な っ だ 時 の 改造 例 。 強行 閉 陸 用 船 苗 ア ウト リガ 
ー を 除 去 し 、 そ の 場所 に 魚 霊 を 取り 付け る 。 


GAeitE CVO LVVED 代 CD て G 
AOOK OUt Q@ OH 


4 燕 気 推進 式 魚雷 
ラン ナー の 残り に 


ラッ ナー の 隊 入 箇 園 選 居 き 径 と ず デン ee 


XAEAN YE と SYPDAXE Bm の ENIEH HATIEP + 
③ わ ず が に 部 品 に 残っ を ラン ナー 部 分 を 、 今 度 は 机 水 ペー パー で 高圧 編 蒸 気 弾 所 推進 式 則 
磨き 落と し ます 。 400 番 の 耐水 ペー パー ビ 少 し 水 を 付け て 、 出 来る だ け so 
出っ張っ て いる 部 分 の み を ご すり ます 。 出 っ 張り が 無くなっ だ か ツチ アナ 機 に 搭載 され て いた 
* どう が は 、 指 で 融 っ て みる と わか り ま すし 、 ご すっ だ た 所 が デュ シス 戦艦 攻 用 旭 強 。 
全体 に 白っぽく な る 事 で も 判別 出来 ます 。 次 に 、 部 品 を 2 
や すっ だ 所 の 周辺 を 水 を 付け だ 600 番 の 耐水 ベー パー こき 
ご の よう な 装備 を 作っ て も よし 、 、\\ 
で ご すり ます 。 ご れ は 削り 取っ な 表面 を 滑ら が に する だ めで 、 こよ 如き な よう に カス タマ イズ する メダ 
部 品 の 上 を 優し 20 往 復 させ る 感じ で す 。 最 後 ビ 、 さ ら 表 面 を 滑ら か に する な め ピ [ 0 の も 良い で し ょ う 。 周 
水 を 付け だ 1000 番 の 画 水 ベー パー で 、 さ っ き ご す っ だ 所 より 、 や や 広い 範囲 を 20 往復 。 Ns yy 002 半 」 二 で も 、 決 し て 初心 者 向け で は 無 e 
部 品 に は 削っ だ 跡 の 白い 粉 び つき ます の で 、 使 わな く な っ だ 歯ブラシ を 使っ て 、 薄 め だ ギル ド 電 誠 の 綴 訂 名詞 寺 護 し さがら も 電 通 、 回 収 され だ ヴァッ シッ プ < いで すね ご めん な さい 。 人 


証 和 ne 破損 し だ 機械 は 、 構 成 素材 、 構造 材 機能 が 剥き 出し に な り 、 見 て いる 分 は 楽しい 物 で す 。 
RES 0 統 和 の 誠 半 多 半 。 が 、 描 く 時 に ヒ は それ な り に 謀 や し て いま す 。 ご れ を 再現 出来 る の も 模型 な ら で は の 愉し み と 言え ます が 、 


! 耐水 ペー パー で ご すっ て いる 時 は 、 常 に ペー パー が 水 で 濡れ て いる よう に し て 下さ い 。 初心 者 向け で は 無い で すね ( 笑 ) 
A 3 E に 1 し 


て eo 9 
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5 ILLUSTRATED BY RANIGE MURATA ぐ ⑥ 2011 GONZO/FAM PARTNERS 


